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特集 千種の秋祭り

発行者 千種まちづくり推進委員会 兵庫県宍粟市千種町千草 59-1 TEL・FAX 0790-71-0230

西河内鍋ｹ森神社秋祭り『サカキ』について

　千種村の歴史を記した「千種村是」によると、毎年新しくサカキの木で森の形を作り、御

幣をつけ、神輿の行列の前を進む。

　後棒が「ソレ、ヤッテクレ」前棒「モドセモドセ」とかけ声し、前進後退しながら進む。

サカキの荒れるのは神様のご機嫌がよいといい、荒れすぎて二つに割れてしまうこともある。

　ササラを持った天狗、シシなどが続く・・・



特集　千種の秋祭り　今年も 10 月 8 日に町内一斉に秋祭りがありました。

秋祭りの意味あいが変わった？

　元来の秋祭りは、収穫を神に供えて感謝するという農村の生活の中に根付く大きな行事の一つであり、非

常に大きな意味がありました。

　しかし、近年は私達を取り巻く生活環境が大きく変化し、周りの人達とコミュニケーションを取るといっ

た機会も少なくなっています。日常、疎遠になりがちです。( 淋しい限りです ) そこで、老若男女が一堂に

会し、秋祭りを通して非日常を楽しむといった事に秋祭りの意味あいがあると思いませんか。

　写真に活気があるではありませんか。まちづくりに活かしましょう !( お願い )

わしの村　過疎は人だけ　鹿ふえた
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千　草

岩野辺

河　呂

▲岩野辺二宮神社に神が降臨

～秋祭り～� 【河呂自治会】

10 月 7 日（土）の宵宮は、午後 4 時 30 分から、子供会・消防団による

子ども屋台で自治会内を一周した。その後、神事が執り行われ各種団体

役員が参拝した。

10 月 8 日（日）の本宮は、午前 7 時 30 分に子ども屋台が大森神社を出

発し、滝谷遙拝所での神事を行った後、役員は大森神社に戻って神社本

殿での神事を行い、千草獅子舞保存会による獅子舞も奉納された。

余興は、午後 1時からの子ども相撲に始まり、大正琴の演奏会、自治会

によるビンゴゲーム、消防団員の村芝居、（今年の演目「大森の金さん」）

は熱のこもった時代劇を氏子一同堪能した。

その後、これも楽しみの一つとなっている農会による「富くじ抽選会」。

そして最後に、各種団体役員による餅まきが盛大に行われた。

▲はっけよい

　ノコッタ　ノコッタ

▲

ナイスキャッチ
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奥西山

西　山

室

奥西山自治会　大仙神社秋祭り〔平成 29 年 10 月 8 日〕

午後 1 時 30 分より大仙神社にて宮総代、自治会長、各種役員、氏子の

皆さんの参拝の中神事が厳かに行われる中、子供相撲も平行して行われ、

賑やかな声援、泣き声、笑い声が境内を包みました。

午後 3時より集落センターで婦人会の皆さんによるおでんのご馳走とお

酒も少しだけいただきながらビンゴゲームが始まり、豪華賞品 ?! を前

に一喜一憂。

そして、最後に恒例の餅まきでお開きとなりました。

　西山自治会は、毎年、神主さんにお参りをして頂き、その後、恒例の

ビンゴゲーム大会で盛り上がります。そして、お汁やお酒で、日頃近く

にいてもなかなか話ができないので、ゆっくりと和やかにみんなで歓談

します。今年は松茸汁がでました。世話して頂いた役員さん、どうもあ

りがとう。

河　内

▲

けんだま教室

福引

▲

▲子供相撲� 餅まき

▲

　　▲

ビンゴ大会



たかのす秋祭り

　午前中は地域ぐるみ大運動会で午後からはチャンチャコ踊り、子供相

撲。各種団体の出店飲食ブースも盛り沢山でどれも美味しかったです。
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七　野

下河野

鷹　巣

小学生 5 人の七野自治会。中

高生が参加してくれたおかげ

で賑やかに練り歩けました

黒土自治会の秋祭り

　宵宮からの子どもみこしに始まり、祭り本番には神事、子ども相撲、

獅子舞、もち投げなどがあります。

　黒土の獅子舞には、約 70 年の歴史がありますが、近年は子どもの「あ

や」や子どもの獅子舞が演じられ、大人からの「おひねり」も投げ入れ

られます。

　大人の獅子舞には約 10 の演目があり、その中で一番勇壮なものは「ほ

ら入り」。舞手がもう一人の舞手を担ぎ上げて、その上で演じる場面です。

　伝統あるこの黒土の獅子舞を子どもたちの手で引き継いでくれること

を願っています。

黒　土
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地域ふれあい園小秋季大運動会
天候不順のため 1 日順延となりましたが、9 月 18 日 ( 月・祝 )、【地域ふれあい園小秋季大運動会】が盛大

に行われました。総勢 141 名の子どもたちが頑張っている姿に、保護者や地域の方々から惜しみない拍手と

声援が送られました。

(ちくさ杉の子こども園児 49 名、千種小学校児童 92 名 )



第1回千種中高合同体育祭
10月9日に行われた千種中学校と千種高校の合同体育祭で、生徒代表の宣誓が素敵だったので紹介します。

「今日、記念すべき第1回千種中高合同祭が開催されます。千種町は少子高齢化が進み、子どもの数が減少

しています。そんな今、私たち中高生が千種の町を盛り上げる重要な役割を担っていると自覚しています。

今年から始まる中高合同体育祭で私たちが精一杯、全力で取り組む姿も見せ、千種町を盛り上げることを誓

います。

平成29年10月9日

千種高校　田中佐季

千種中学校　梅本稜大」



鷹巣活性化委員会
●たかのす盆踊り

　平成 29 年 8 月 15 日（火）あいにくのお天気のため体育館での開催でしたが宿泊のお客さん方も参加して

くださり賑やかでした。

●宍粟牛っとまつり

　平成 29 年 8 月 26 日（土）たかのす東小学校でよさこい

まつりを開催。地元たかのすよさこいチームの他、宍粟市

内外から踊り子が集まっ

て盛大に行われました。

●つるし柿づくり、６年目！

　平成 29 年 11 月 4 日（土）加古川市、姫路市、たつの市、相生市など、各地から参加していただきました。

昼食は豆ご飯栗ご飯白ご飯、白菜漬け、おでん、粕汁でした。

●ふれあい喫茶・ふれあい食堂・ちくさ食友会

　毎月１回開催のふれあい喫茶とふれあい食堂、食友会ちくさの木曜日ランチ様子、みんな楽しそうです。

鷹巣活性化委員会の連絡先　〒 671 － 3212　宍粟市千種町鷹巣 519-2 たかのす東小学校

　TEL：080-8500-5535（藤原）　mail：info@takanosu.org
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▲ふれあい喫茶の様子

▲おまかせ定食

▲

ちくさ食友会ランチ

▲ふれあい食堂の様子



始まってます 市民局の建て替えを含む千種の拠点作りプロジェクト

　ご存じの方も多いと思います。今、市民局やセンターちくさの建て替えなどを含む、千種町の拠点づくり

にむけた話合いが進んでいます。今年の 8月に検討委員会が作られ、今までに 4回集まられました。

　少子高齢化に向けて暮らしを守る拠点を作ろう

　今から、人口が減り少子高齢化が進んでいく中で、買い物や

医療、子育てや老後など、不安になることも多く出てきます。

そんな中で、私たちがこの先も何とか不便なく楽しく暮らして

いくには何が必要だろうか、暮らしを守る拠点をどう作ればい

いかというところからこの話は始まりました。

　老朽化した市民局・センターちくさの

　　　　　　　　建て替えも考えてはどうか

　そんな中で、ちょうど、千種市民局は築 49 年、センター

ちくさは築 41 年、耐震構造でもなく雨漏りなど老朽化が進

んでいます。この先、何十年も使える施設ではありません。

そして、宍粟市合併にちなんで「合併特例債」という、市民

局などの建て替え費用の 7割を国が出してくれるという制度

があるのですが、その使用期限が平成 33 年 3 月まで。近い

将来、どうせ建て替えるのならば、それが使える今のうちに

する方が有利だろう。ならば、この際、市民局やセンターち

くさの建て替えも含めて、新たな拠点づくりを検討していこ

う。というのが今回の流れのようです。

　どんな意見が出ていますか ?

　千種町のいいところ、困ったところを出し合い、これから

千種町には何が必要か、それでは拠点としてはどんな要素が

必要かと話し合われています。

　拠点づくりの役割・機能としては、（あくまで、希望ですが・・）

●お年寄りから若者・子どもまでみんなが集まれる場所に　

●ホール機能の充実（○演奏会・講演会・ミニシアター・学校の文化祭・ダンスルーム・等、多種多様に使

えるホール○地下に音楽施設・ライブハウス等騒いでもよい場所）�●学習ルームや高校生の寮も兼ねた建物

●太陽光・バイオマス発電等エコな建物　●小規模なサークル活動の場として多目的な部屋　●情報発信の

場　●災害時の拠点となること。宿泊・炊き出し　●カフェの併設　●ローソンのような 24 時間対応でき

る機能・貸店舗　等が出ています。

　そして、大きな検討点として、今のエーガイヤとの連携、役割分担です。現在、エーガイヤは、医療・保

健・福祉・子育て支援の拠点として、また、ある意味観光の拠点としても大きな働きをしています。そこと

どう役割分担をして今からの千種町の拠点づくりをしていくか。

　等々、様々な希望や課題が出てきています。詳しくは宍粟市 HP をご覧下さい。

　また、今回、市当局が検討委員会の報告を市の広報と一緒に出されています。今、検討委員会がどんな話

をしているのかがよくわかります。検討委員会だけでなく町民がみんなで作っていくという点で情報共有は

とても大事なことだと思います。今までにない画期的なことです。

　皆さんの意見が新しい市民局、拠点を造ります。みんなでいろんな提案を出していきましょう。

　来年の 6月を目標に構想をまとめるそうです。あまり時間はありませんが、本当に、皆さんの意見・提案

で、今から作られていきます。どんな些細な意見でも結構です。意見・提案を出していきましょう。検討委

員さん、市民局、あるいは、まちづくり推進委員会、等にどんどんお寄せ下さい。

拠点づくり検討委員会の皆様 (敬称略 )

会　長� 舩曵順市�( 老人クラブ )

副会長� 亀井欣也�( 商工会 )

� 藤原　隆�( 連合自治会 )

� 森井俊二�( センターちくさ利用者 )

� 鳥居　薫�( センターちくさ利用者 )

� 波多野好則�( 社会福祉協議会 )

� 杉本千里�( 子育てグループ )

� 井岡陽子�( 子育てグループ )

� 金本己世始�( 消防団 )

� 鳥羽敏美�( まちづくり推進委員会 )

� 清水一女�( 商店街連合会 )

� 奥田慎一�( 商工会青年部 )

� 磯崎伸彦�( 千種高校 PTA)

� 猶原一典�( 公募 )

� 金本まみ�( 公募 )

11 月 7 日、第 4回検討委員会 (センターちくさにて )
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こんにちは 赤ちゃん 赤ちゃん写真大募集 !

新しい可愛い家族を紹介してください。

　何もしないで地域が衰退していくのを黙ってみる

のはつらいとの思いから、閉校になった旧北小学校

を活用して、地元有志が地域活性の一端を担おうと

｢高保木の杜の会」を立ち上げました。

　地域おこしの第一弾として 7月 9日に演歌歌手を

招いた「高保木の杜の会　開園記念コンサート」を

開催しました。おかげさまで大変多くの方々のご来

場をいただき、また、多くの皆様方から励ましのお

言葉を頂きました。

　第二弾として、9 月 3 日からは校庭にグラウンド

ゴルフ場を設けてグラウンドゴルフを行っていま

す。地元の自治会の方のみならず、多くの方にご利

用いただければ、会の一員としては大変うれしく思

います。そして、大きな笑い声をこのグラウンドか

らとどろかそうではありませんか。

　次年度には「西河内千

種川源流を守る会」とのコ

ラボにより休耕田を活用し

た農産物の栽培体験、収穫

祭等を開催してみたいとも

思っています。

　地域住民の皆様方からの

アイデアを生かしながら、

地域の活性化に役立ててい

きたいと思っています。ま

た、この旧千種北小学校を

活動拠点として地域住民の

交流の場を作っていきたいと思っていますので ｢高

保木の杜の会」にご支援とご協力をよろしくお願い

致します。

グラウンドゴルフお問合せ先�☎ 0790-76-3513 中村

　地域おこしは自らの手で　� 高保木の杜の会

七野

春名�智
ち ほ

帆ちゃん

　父　泰典

　母　祐子
　　

【メッセージ】生まれて来てくれてありがとう。智帆の

ニコニコ笑顔が大好きだよ

河内

林�　蓮
れん

くん

　父　敦志

　母　久美子
　　

【メッセージ】甘えたさんの可愛い蓮くん。元気にスク

スク育って、強く優しい人になりますように♪
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